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１．目的
・ Salome-meca の使い方に慣れる。
・梁の種類による載荷した際の断面の変位の大き
　さや理論値との誤差の生じ方の違いを理解す　
　る。
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2. 実験方法
Salome-meca を用いて、様々なメッシュの長さ
における載荷した梁の断面の変位を求めた。
（メッシュの長さ： 0.7 , 0.8 , … , 1.8 , 1.9 , 2 , 3 , 4 , … , 10 , 11 ）

・梁の種類 : 片持ち梁、
　　　　　　単純梁等方性 ( １次・２次要素 ) 、
　　　　　　単純梁異方性、サンドイッチ梁 
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3. 実験結果 - 片持ち梁
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図 1  片持ち梁



  

3. 実験結果 - 片持ち梁

図 2 　片持ち梁　先端断面の変位　　 ( X 軸 : 要素数 , Y 軸 : 自由端断面の変位 (mm) ) 　

・要素数が多くなるにつれ変位が大きくな
　り、理論値と実験値の誤差が小さくなっ
　ている。
→ 梁のメッシュ長さが大きい ( 要素数が少
　ない ) と精度の高い計算が難しい。
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3. 実験結果 - 単純梁
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図３ 　単純梁

P : 荷重　 E : ヤング率
 I : 断面二次モーメント　 A  : 　断面積
L : 支点間距離
K: せん断補正係数　 G : せん断弾性係数



  

3. 実験結果 - 単純梁等方性・
　　　　　　　　　単純梁異方性

図 4 　単純梁　中央断面の変位　　　 (X 軸 : 要素数 , Y 軸 : 中央断面の変位 (mm) ) 　

・異方性の方が等方性より変位が大きい。
→ 異方性は力が加わる方向によって強度が 
     異なるため、載荷した方向に対する強度 
     が小さかったと考えられる。

・理論値と実験値の誤差が最も小さくなる
　時の要素数が異なる。
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3. 実験結果 - 単純梁等方性
　　　　　 ( １次要素・２次要素 )

図 5 　単純梁　中央断面の変位　　　 (X 軸 : 要素数 , Y 軸 : 中央断面の変位（ mm ） ) 　
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・ 1 次要素は 2 次要素に比べが変位の実験
　値と理論値との誤差が大きく開くことが
　ある。
→2 次要素の方が解析の精度が安定してい
　る。
・理論値と実験値の誤差が最も小さくなる
　時の要素数が異なる。



  

3. 実験結果 - サンドイッチ梁
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図 6 　単純梁
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 I : 断面二次モーメント　 A  : 　断面積
L : 支点間距離
K: せん断補正係数　 G : せん断弾性係数



  

3. 実験結果 - サンドイッチ梁

図 7 　サンドイッチ梁　中央断面の変位　　　 (X 軸 : 要素数 , Y 軸 : 中央断面の変位 (mm) ) 　
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・実験値と理論値が大きく離れている。
→ 複数の材料で構成された梁の解析は理
　論値に近い値を求めることは困難。
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4. まとめ
・梁の要素数が少ない ( メッシュ長さが大きい ) と解析の精度が低くなる。
・単純梁の中央断面に載荷した際、異方性の方が等方性より変位が大きい。
・ 2 次要素の方が 1 次要素よりも解析の精度が安定している。
・梁の種類により理論値と実験値の誤差が最も小さくなる時の要素数が異なる。
・複数の材料で構成された梁の解析は理論値に近い値を求めることは困難。



  

ご清聴有難うございました。


